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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年10月24日(2019.10.24)

【公表番号】特表2019-501882(P2019-501882A)
【公表日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2018-528340(P2018-528340)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/70     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/435    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/867    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/864    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/33     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/49     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/42     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/569    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/08     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/00     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/70     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/16     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/435    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/867    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/864    １００Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/33     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/49     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   47/42     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/569    　　　Ｇ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）ＣＰＰ部分；及び
（ｉｉ）１４～２２個のアミノ酸残基長を有するＢｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含むペプチドであって、ただし、配列番号：７５、配列番号：７７及び配列番号：９８
～１０１に示されているペプチドではない、ペプチド。
【請求項２】
　ＣＰＰ部分が、
－ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）１型の転写トランス活性化因子（ｔａｔ）ペプチド由
来のペプチド；又は
－ＭＡＰペプチド
である、請求項１に記載のペプチド。
【請求項３】
　ＣＰＰ部分が、配列番号：１～配列番号：６２、特に配列番号：１～配列番号：５から
なる群より選択され、より具体的にはＣＰＰ部分が、配列番号：１及び配列番号：４から
選択される、請求項１又は２に記載のペプチド。
【請求項４】
　Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分が、Ｂｅｃｌｉｎ－１由来ペプチド部分、例えばＢｅｃ
ｌｉｎ－１の配列若しくはＢｅｃｌｉｎ－１のβ１シート領域を含む前記配列の機能的誘
導体、又はＢｅｃｌｉｎ－２由来部分、例えば配列番号：８９のアミノ酸配列若しくはそ
の機能的変異体を含むＢｅｃｌｉｎ－２由来部分である、請求項１～３のいずれか一項に
記載のペプチド。
【請求項５】
　Ｂｅｃｌｉｎ－１由来ペプチド部分が、配列番号：６５に示されているアミノ酸配列又
はその機能的変異体を含む、請求項４に記載のペプチド。
【請求項６】
　Ｂｅｃｌｉｎ－１由来ペプチド部分が、配列番号：６５～７３からなる群において選択
される配列を含む、請求項４又は５に記載のペプチド。
【請求項７】
　ＣＰＰ部分及びＢｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分が、リンカー、例えばペプチドリンカー
、より具体的にはジペプチドリンカー、例えばＧＧジペプチドリンカーを介して互いに連
結されている、請求項１～６のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項８】
　ペプチドが、配列番号：７４、配列番号：７６、配列番号：７８～８３及び配列番号：
９０～９１のいずれか１つに示されている配列を含むか、又はそれからなる、請求項１～
７のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項９】
　ウイルス又はウイルスベクターによる細胞のトランスダクションを促進するためのin v
itro方法であって、該細胞と、該ウイルスと、
－細胞透過性ペプチド（ＣＰＰ）部分；及び
－Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含むペプチドとを接触させることを含む、方法。
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【請求項１０】
　ウイルスがレトロウイルス、特にレンチウイルスである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　レンチウイルスが偽型のレンチウイルスである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ウイルスがパルボウイルス、特にアデノ随伴ウイルス（ＡＡＶ）である、請求項９に記
載の方法。
【請求項１３】
　細胞が造血幹／前駆細胞、好ましくはｈＣＤ３４＋細胞である、請求項９～１２のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　別のウイルストランスダクションエンハンサー、例えばベクトフシン（ｖｅｃｔｏｆｕ
ｓｉｎ）、ヒトフィブロネクチンフラグメント、ウイルス感染の様々な精液由来エンハン
サー又はＨＩＶ－１エンベロープ糖タンパク質由来のペプチドを接触させることをさらに
含む、請求項９～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　ペプチドが、請求項１～８で定義されるとおりであるか、又はペプチドが、配列番号：
７５、配列番号：７７及び配列番号：９８～１０１に示されている配列を含むか若しくは
それからなる、請求項９～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　０．０１～２０μM、例えば２．５～２０μMに含まれる濃度で、ペプチドを使用する、
請求項９～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　治療遺伝子をコードするウイルスベクターと組み合わせた遺伝子治療のための方法にお
いて使用するための、
－細胞透過性ペプチド（ＣＰＰ）部分；及び
－Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含む、ペプチド。
【請求項１８】
　ウイルスベクターがレトロウイルス、特にレンチウイルスである、請求項１７に記載の
使用のためのペプチド。
【請求項１９】
　レンチウイルスが偽型レンチウイルスである、請求項１８に記載の使用のためのペプチ
ド。
【請求項２０】
　ウイルスベクターがパルボウイルス、特にアデノ随伴ウイルス（ＡＡＶ）である、請求
項１７に記載の使用のためのペプチド。
【請求項２１】
　別のウイルストランスダクションエンハンサー、例えばベクトフシン（ｖｅｃｔｏｆｕ
ｓｉｎ）、ヒトフィブロネクチンフラグメント、ウイルス感染の様々な精液由来エンハン
サー又はＨＩＶ－１エンベロープ糖タンパク質由来のペプチドを接触させることをさらに
含む、請求項１７～２０のいずれか一項に記載の使用のためのペプチド。
【請求項２２】
　請求項１～８で定義されるとおりであるか、又は配列番号：７５、配列番号：７７及び
配列番号：９８～１０１に示されている配列を含むか若しくはそれからなる、請求項１７
～２１のいずれか一項に記載の使用のためのペプチド。
【請求項２３】
　０．０１～２０μM、例えば２．５～２０μMに含まれる濃度で使用される、請求項１７
～２２のいずれか一項に記載の使用のためのペプチド。
【請求項２４】
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　ウイルス又はウイルスベクターと、
－細胞透過性ペプチド（ＣＰＰ）部分；及び
－Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含むペプチドとの複合体。
【請求項２５】
　ウイルス又はウイルスベクターと、
－細胞透過性ペプチド（ＣＰＰ）部分；及び
－Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含むペプチドとの混合物。
【請求項２６】
　ウイルスベクターがレトロウイルス、特にレンチウイルスである、請求項２４に記載の
複合体又は請求項２５に記載の混合物。
【請求項２７】
　レンチウイルスが偽型レンチウイルスである、請求項２６に記載の複合体又は混合物。
【請求項２８】
　ウイルスベクターがパルボウイルス、特にアデノ随伴ウイルス（ＡＡＶ）である、請求
項２６に記載の複合体又は混合物。
【請求項２９】
　ペプチドが、請求項１～８で定義されるとおりであるか、又はペプチドが、配列番号：
７５、配列番号：７７及び配列番号：９８～１０１に示されている配列を含むか若しくは
それからなる、請求項２４～２８のいずれか一項に記載の複合体又は混合物。
【請求項３０】
　請求項１～８に記載のペプチドをコードするポリヌクレオチドを含む、核酸構築物。
【請求項３１】
　１つ以上のコントロール配列をさらに含む、請求項２６に記載の核酸構築物。
【請求項３２】
　請求項１～８に記載のペプチド又は配列番号：７５及び配列番号：７７に示されている
アミノ酸配列を含むか若しくはそれからなるペプチドと、ウイルスベクターとを含む、キ
ット。
【請求項３３】
　ウイルスベクターがレトロウイルス、特にレンチウイルスである、請求項３２に記載の
キット。
【請求項３４】
　レンチウイルスが偽型レンチウイルスである、請求項３３に記載のキット。
【請求項３５】
　ウイルスベクターがパルボウイルス、特にアデノ随伴ウイルス（ＡＡＶ）である、請求
項３２に記載のキット。
【請求項３６】
　サンプル中のウイルスの存在又は非存在を検出するための細胞ベースのアッセイの感度
を増加させるためのin vitro方法であって、該サンプル又は該サンプル由来抽出物と、細
胞と、ペプチドとを接触させることを含み、前記ペプチドが、
－細胞透過性ペプチド（ＣＰＰ）部分；及び
－Ｂｅｃｌｉｎ由来ペプチド部分
を含み、
場合により、該細胞及び／又は該細胞培養培地内のウイルスのレベルを決定することをさ
らに含む、方法。
【請求項３７】
　ペプチドが、請求項１～８で定義されるとおりであるか、又はペプチドが、配列番号：
７５及び配列番号：７７に示されている配列を含むか若しくはそれからなる、請求項３２
に記載の方法。
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